
 

 

 

 

 

 

 

 

「心に残ること」（終業式の校長先生のお話しより） 

 

今日で１学期が終わります。少し振り返ってみましょう。 

１年生が雄踏小の仲間になった入学式、１年生を迎える会、運動会。地域探検や校外学習に出

かけた学年もありました。野菜やヒマワリをしっかりお世話しました。地域や外部の先生を招い

ての特別な授業のあった学年もありました。たんぽぽ劇団の素敵な劇も鑑賞しました。水泳部や

回泳部の活動もありました。回泳部のみなさんは明日いよいよ本番ですね。まだまだ言い尽くせ

ないほど、皆さんは、１学期にたくさんの勉強と経験をしてきました。 

１学期を振り返ってみて、何が一番心に残っていますか。校長先生も、たくさんのことが心に

残っていますが、運動会が強く心に残っています。雄踏小学校の全員でできたことも嬉しかった

し、競技だけでなく、運営も立派にこなした６年生や、互いに友達を応援する姿から感動と元気

をもらいました。それから、行事ではないけど、たくさんの子が委員会の声掛けもあって、雄踏

小にあいさつの輪を広げてくれたことも、とてもうれしいことです。 

きっと、どの子にもそれぞれ「心に残った」ことがあるでしょう。それは、嬉しいことだけで

はないかもしれません。苦しかったこと、くやしかったことかもしれません。でも一番大切なこ

とは、がんばったから心に残ったということです。がんばったから、本気だから、うまくいった

時に嬉しいし、うまくいかなかったら悔しい。「心に残る」というのは、「成長する」ことと同じ

なのです。だから先生は結果とかは関係なく、がんばる子が好きだし、がんばろうとする子を応

援したくなるのです。 

さて、校長先生は１学期のスタート始業式で、３つお願いをしました。覚えていますか。 

１つ目のお願いは、「あいさつと返事をする」 です。 

２つ目は、「自分の考え 自分の命 を大切にする」です。 

３つ目は、「友達を大切にする」です。 

この３つのお願いは夏休みも有効です。３つのお願いを守り、「にこにこ」「わくわく」「もりも

り」の夏休みを送りましょう。 

２学期には、新しい勉強が待っています。体力テスト、臨海学校、陸上部の大会、修学旅行、

市の音楽研究会、音楽会などなど、１学期以上の行事が計画されています。２学期も学校でいろ

いろなことを頑張れるように、この夏休みでは、学校ではできない体験や普段できないお手伝い

を、お家の人や、友達とたくさんして、心と体を鍛えてきてください。そして、たくさん「心に

残る」ことを経験してほしいと思います。 

最後に、一番大事なみんなの命にかかわることで約束してほしいことを３つ言います。 

①交通事故に気を付けること。飛び出しはぜったいしません！自転車に乗るときはヘルメットを

必ずかぶります。 

②水の事故に気を付けること。子供だけで川や海に行きません！ 

③熱中症に気を付けること。規則正しい生活をして、水分補給・帽子などの予防をします。 

 この３つのことは絶対守ってください。 

 ２学期が始まる、８月２９日、元気な皆さんとまた会えることを楽しみにしています。 
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